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献
立
工
夫
―、事
業
所
ｔ
配
達

ハピックいづつ(新居浜市)

前
身
の

「協
同
組
合
新
居

浜
給
食
セ
ン
タ
ー
」
時
代
か

ら
産
業
給
食
が
事
業

の
主

軸
。
組
合
員
の
事
業
所
に
弁

当
を
層
け
て
い
る
。
組
合
員

減
少
な
ど
も
あ
り
、
２
０
２

４
年
２
月
に
株
式
会
社
化
し

た
。
同
時
に
従
業
員
全
員
で
　
・

案
を
出
し
合
い
、
社
名
も
変
　
ヽ

更
。

「
ハ
ッ
ピ
ト
ク
ツ
キ
ン

グ
」
を
略
し
た
「
ハ
ピ
ッ
ク
」

に
〈
仕
出
し
部
門
の
屋
号
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
た

「
い

づ
つ
」
を
組
み
合
わ
せ
た
。

一　
弁
当
は
新
居
浜
、
西
条
両

帯

Ｑ
量

轟

別
に
ｌ
Ｈ
当
た
り

４
５
０
０、～
５
千
食
を
屈
け

る
ほ
か
、
在
宅
の
高
齢
者
に

も
提
供
¨
仕
出
し
も
扱

つ
て

お
り
、
顧
客
の
年
齢
層
は
幅

広
い
。

弁
当
の
献
立
は
マ
ン
ネ
リ

ド
化
し
な
い
よ

Ｒヽ

管
理
栄
養

士
が
季
節
感
や
流
行
も
取
り

入
れ
て
工
夫
す
る
。
こ
れ
ま

一
で
も
丼
も
の
や
夏
場
に
は
冷

た
い
麺
類
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

に
加
え
て
い
た
が
、
２４
年
づ

組
織
変
更
に
伴
い
、
新
た
な

試
み
も
始
め
た
。

ベ
ト
ナ
ム
の
サ
ン
ド
イ

ッ

チ

「
バ
イ
ン
ミ
ｒ
」
や
、
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
の

「
チ

「
リ
パ

ン
」
な
ど
の
フ
ェ
ア
を
実
施
。

食
品
の
安
全
面
や
弁
当
と
い

う
形
態
土
騨
し
い
点
霧

る

も
の
の
い
で
き
る
範
囲
で
本
一

場
の
味
に
近
づ
け
て
い
る
。

外
国
人
の
従
業
員
も
１０
人
ほ

ど
お
り
、
．バ
イ
ン
ミ
ト
の
レ

シ
ピ
に
は
ベ
ト
ナ
ム
出
身
の

従
業
員
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
取

り
入
れ
へ
生
の
レ
モ
ン
グ
ラ

ス
を
調
味
料
に
入
れ
て
本
格

的
な
味
に
仕
上
げ
た
。
予
想

以
上
に
数
量
が
出
て
好
評
だ

っ
た
。
現
状
は
限
定
販
売
だ

が
、
お
客
さ
ん
に
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
、
新
し
い
こ

と
に
ど
ん
ど
ん
挑
戦
す
る
つ

も
り
だ
。
　

　

・

効
率
的
な
製
造
や
料
理
の

バ
ラ
ン
ス
に
加
え
、近
年
は
食

材
費
の
高
騰
も
あ

っ
て
献
立

を
考

え
る
の
に
凶
り
が
、
「お

い
し
か

っ
た
」
の
声
は
う
れ

し
ぐ
、
活
力
に
な

っ
て
い
る
。

安
全
薗
に
も
当
然
、
気
を

配

っ
て
い
る
。
食
品
衛
生
管

理
基
準

「
Ｈ‐
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

（
ハ

サ
ッ
プ
）
」
は
義
務
化
前
の
ケ

０９
年
に
取
得
。
食
中
毒
事
故

な
ど
は
発
生
し
て
い
な
い

が
、
日
々
の
運
用
が
き
ち
ん

と
し
て
い
な
け
れ
ば
意
味
が

・

な
く
、
今
後
も
社
員
全
員
で

気
を
引
き
締
め
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

食
を
支
え
る
こ
と
が
会
社

・の
責
務
で
、
育
て
て
も
ら

っ

た
地
元

へ
の
恩
返
し
を
し
た

い
と
も
思

っ
て
い
る
。
昼
食

は
年
後
の
活
力
に
な
る
し
、

交
流
が
深
ま
る

こ
と
も
あ

ヽ

る
。
食
べ
る
こ
と
は
生
き
る

こ
と
に
つ
な
が
る
。
そ
の
時

間
を
楽
し
く
過
ど
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、
よ
り
よ
い
も
の

を
提
供
し
て
い
き
た
い
。
中

（聞
き
手

二
何
川
素
５

井斤 聞

.で貢献を

春懇親会

業で乾杯する広告 ‐

市下番町 3丁目

・
喜
多
経
済

冨
永

庁
隆
▽
八

の
ひ
ろ
み
、
中
井
哲

（タ
ダ
プ
ロ
ダ
ク

ト
）
松
浦
隆
文
、
青
野
健
也

（中
国
四

饉

）」本議

彊

ギ

妊
警
【
（テ
レ
撃
経
鬱
処
藤
修
Ｒ

久
保
満
枝

（電
通
西
日
本
）
佐
煙
栖
保

Ｏ
野
鳴
フ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
）
五
昧
徹
朗

ｒ

塀

路

む

嬢

）撮
鴎

際

◆
県
中
小
企
業
家
同
友
会
が

１
月
例
会
の
参
加
者
募
集
　
県

中
小
企
業
家
同
友
会
の
支
部
の

１
ヨ
列
鉾
ド
ら
る
。
刺
鉾
ま
れ

社
長

「倒
産
の
ど
ん
底
か
ら
復
活
で
き

た
力
の
源
泉
ヽ

『
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
』
と

『
社
会
課
題
の
解
決
』
そ

し
馬

同
友
会
の
存
在
』が
三
本
の
矢
」。

鵠

斃

齋

”
斌

鋤

ョ
ー
プ
ラ
で
。
９
日
締
め
切
り
。
参
加

は
熙
科
だ
が
巖
親
会
は
会
費
６
千
円
”

産
業
振
興
セ
ツ
タ
ー
で
。
１５
日
締
め
初

り
。
参
加
無
料
だ
が
懇
親
会
は
会
費
バ

必
要
。
　
，

【
四
国
中
央
支
部
】
パ
イ
の
製
造

。

販
売
業
の
Ａ
ｋ
ａ
ｒ
ｉ

（松
山
市
）
Ｒ

玉
万
年
社
長

「
『共
』
に
創
る
未
来
く

ビ
ジ
ョ
又
硲
照
●
〓
盈
ぽ
住
亀
聾
長
（

道
」
ゃ
２２
日
午
姿
６
時
半
～
９
時
、
，オ

■

四

や

】


